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くとも金属器時代に属する中南部のサーフィン文化（紀元前 1000 年～紀元後 2世紀）期や、北
部のドンソン文化（紀元前 7世紀～紀元後 1世紀）期には、象のモチーフをした銅鼓、銅短剣、






diet/、2012 年 8 月 28 日掲載。
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　牡象が戦時の勝敗を決めるほど重要な部隊である。1頭の象の背中に約 180kg の大砲を 1丁、
































　16 ～ 18 世紀のベトナムと日本の間で送られた書状のなかで、象の貿易に関する記録がある。



























































　黎貴惇の記述した「笏」は約 10 両に相当している。興味深いことに、17 世紀ベトナムに来た
ジャン・バプティスト・タヴェルニエによると、安南で使用された銀は日本銀と同様であること
を強調する 32。近藤著『安南紀略藁』には、「安南板銀」と呼ばれたベトナム銀の絵図が載せられ、
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　史料に書いた造船費用 1万両余と雑費 2万両余は 2頭の象を暹羅から日本まで運搬する見積も
りである。つまり、1頭の象につき 1万 5百両がかかる。実際、鄭大威が広南産の象を日本に運
んだ時、幕府にいくら支給されたかについての資料がまだ見当たらない。暹羅からと同じような













その船の長さは 38.8m、幅は 6.06m、深さは 4.24mである。象がいる部屋は 7.88m× 3.3mのスペー
スである。象がそのなかで 37 日間留めさせられたのである。松浦章氏の研究によると、Junk は
16 ～ 19 世紀に海上貿易でよく活用され、その平均積載量は 2,500 トンであるという 37。明和 4










34	 前掲注 28『通航一覧』、第四、巻之百七十五、521 頁。
35	 1 丈は 10 尺。1尺は 0.303mに相当する。
36	 前掲注 5『安南紀略藁』、28 頁。
37	 松浦章「16 － 19 世紀中国 Junk によるベトナム・フエとの海上貿易」『周縁の文化交渉学シリーズ 7　フエ
地域の歴史と文化』（関西大学文化交渉学教育研究拠点、2012 年）515 頁。
38	 前掲注 37「16 － 19 世紀中国 Junk によるベトナム・フエとの海上貿易」、511 頁。





























39	 前掲注 5『安南紀略藁』、28 頁。
40	 埼玉県立博物館編『特別展　象がゆく・吉宗と宮廷「雅」』（霞会館、2000 年）70 頁。
	 1 間は 6尺、およそ 1.8m。よって、4	間は 7.2 ｍに相当する。
41	 前掲注 5『安南紀略藁』、22 頁。
42	 前掲注 40『特別展　象がゆく・吉宗と宮廷「雅」』、70 頁。
43	『江戸名所図会』によると、天皇と上皇への拝謁のため、象は「広南従四位白象」に叙せられたという。しかし、






































45	 前掲注 40『特別展　象がゆく・吉宗と宮廷「雅」』、82 頁。
46	 奈良女子大学・古梅園編『古梅園文庫展』のパンフレット、1頁。
47	 山下幸子「享保の象行列」尼崎市史編集室編『地域史研究』第 2巻第 2号、1972 年。8頁。
48	 前掲注 5『安南紀略藁』、28 頁。
















1 草をくふ事　　　ロマン　 Cỏ	măm 草を食べる
2 竹の葉を喰ふ事　アンチユ　 Ăn	tre 竹の葉を食べる
3 ひさまつく事　　マツ　 Mẹt 跪く、横になる
4 たつ事　　　　　コン　 Cõng 乗せる
5 行事　　　　　　リイ　 Đi 行く
6 来れといふ事　　レイ　 Lại 来てください
7 しつかに行事　　ソワンチアタチヨイ　 Sẽ	chạy	thôi 静かに走る
8 早行事　　　　　チャイマウ　 Chạy	mau 早く走る
9 かゆをくふ事　　マンチャウ　 Măm	cháo 粥を食べる
10 水を呑事　　　　ヲンニョ　 Uống	nước 水を飲む
11 みかんの事　　　カン　 Cam みかん
12 クネンボの事　　クヲウ　 Quýt 九年母
13 柚子の事　　　　ダイツイ　 Chanh 柚子
14 さほんの事　　　マイタウ　 ？ 朱欒
15 りうきうの事　　リイヲン　 Lưu	Cầu 琉球
16 笋の事　　　　　マン　 Măng 竹の子
17 寝事　　　　　　コウ　 Ngủ 寝る
18 まんちうの事　　マイ　 Mại 饅
19 はせをの事　　　チョイ Chuối バナナ
20 退の事　　　　　トイ Thoái 退く











　現在ベトナムでは 50 頭の馴象 100 頭の野生象しか残っていない。人に馴染んでいた動物、国
のシンボルであった象が絶滅の危機に瀕している。これは、グロバリゼーションにおける人間が
自然との調和や伝統的な価値観を失っている事実を警告しているのである。2017 年 7 月 9 日に
広南省のフォックニン（福寧）社とクェラム（桂林）社の地域において約 2万 ha の象保護区域
が設立された。これはベトナムの初めての象保護区域である。現在はたった 7頭の野生象がいる
が、今後他の地域からの象を集めてくることが期待される 50。
50	 電子新聞 https://www.baomoi.com/thanh-lap-khu-bao-ton-loai-va-sinh-canh-voi/c/23218271.epi、2017 年 9 月
7 日掲載。
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図 6　古梅園文庫展（奈良女子大学 2005 年 11月）
